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新造船体の洋上曳航 

 

 

はじめに 

Gard 

の取扱中、船体を造船所から艤装地まで洋上曳航を行う間に生じた事故が増加しています1。

事故の主たる原因は曳航索が切れることで、再接続作業が困難となる場合には、より危険な

状態となり座礁に至ることもあります。経験の少なさと危険に対する検討と対応が不十分で

あり、可及的速やかに艤装地に船体を輸送しなくてはならないという事情が加わって、事前

に取るべき対応を無視した判断がなされたという事例も見受けられます。冬季の曳航では、

氷結海域での曳航のように更なる問題点や遅延が生ずることがあります。引き渡しを急ぐあ

まりに、天候や曳航の安全のための必要な検査が軽視されることもあります。 

  

責任と監督 

曳船をコントロールするのは誰でしょう、船主、下請けの作業者、それとも保険者でしょう

か？ 

船体を輸送するとした契約上の責任を負った人が、曳船の契約を行うべき人であり、それに

より曳航から生ずる賠償責任を負担する立場にあると言えます。建造船価が包括的価格とし

て契約されているならば、艤装場所への船体移動に関する契約上の責任は建造者が持つこと

になります2。 

 

曳航が dead ship 

の状態で行われる場合にあっても、曳船の船長は曳船と被曳航物の安全に最終的な判断を下

すことになります。船主の代表者は、曳船船長の決定を覆すことはできません。請負業者/保

険者への連絡経路を設定し、曳航に関する情報を伝えるべきです。 

 

                                                 
1 よくあるワイヤー損傷の理由は次の通り。(1)不注意な取り扱い 

(2)曳船船尾への摩擦できた傷が原因でワイヤーが切断する 

(3)ワイヤーおよびその保護具の状態に注意が払われていない 

(4)ワイヤーの船尾に触れる部分の交換時期が遅すぎる 

(5)水深に合わせてワイヤーを緩めることについての知識の欠如 

(6)ワイヤーが海底の障害物に触れること 

(7)乗組員が適時にワイヤーの弛みをとらず、それによりワイヤーが海底に接触する 

(8)天候・曳船により）ワイヤーに大きな力が加わるような状況で、乗組員が曳航索を繰り出

し、あるいは減速する等の措置が遅れる。 
2 Classは、warranty 

surveyを実施するよう特に指示する場合以外は、曳航のプロセスには関与しない。 
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請負業者と建造者の問題 

曳船の運行者の実務は差があるとうのが我々の経験値であり、曳航を実施する候補者の選定

にはその点を考慮しなくてはなりません。締結する契約の種類は3、曳航中に生ずる事故の結

果に影響します。曳船船長及び乗組員が大洋曳航の経験があることは不可欠です。 

 

建造者は本船上に各種機材や部品を載せていることも頻繁にあることが分かっており、それ

に関する検査、固縛、復元性算定を行うための追加の時間を要します。航海を安全に実施す

るべく、舵船やハーバータグを取り扱う下請け業者に対しても入念な配慮がなされるべきで

す。 

 

Warranty Survey4  

曳船運行者との契約書に担保条項を設けるべきで、計画した曳航を確保できるかどうか、曳

船、被曳航物及び使用機材について検査を行うべく1人もしくは複数の検査人を指定しておく

ことが好ましいです。Warranty Surveyor 

は保険者が選任しますが、費用は被保険者の負担です。 

 

Warranty Survey 

は発航前に完了していなくてはなりませんし、検査人が指摘した勧告が実施されたのちに船

団の発航が許されるのでなくてはなりません。航海途上で船団に事故が発生し、避難港に赴

く場合、warranty surveyor 

は船団を再訪門し、曳船と被曳航物の状況を再確認するべきです。Warranty surveyor 

の見解を逸脱したりまたはそれに十分従わなかった場合、保険填補に影響を及ぼし、保険の

適用がない場合もあり得ます。 

 

 

危険評価と計画 

悪天候下での曳航を行う場合、曳船の馬力、航続距離（保有燃料）、bollard 

の十分な強度、通過帯域や避難港も考慮した航路選定等について検討されるべきです。曳船

は大きさ（長さと排水量）により選ぶことが、特に冬季の曳航では重要です。Bollard 

の強度のみが条件ではないといえます。 

 

 

 

                                                 
3 BIMCO Tow HireまたはTowcon等 
4 Warranty towage 

surveyとは曳船や被曳航物が目的とした曳航航海に十分な属具と人員を備えていることを確

認するためのsurveyであり、航海開始前にsurveyorによる勧告が満たされるよう要求される

ものです。 
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曳船上の機器が古くないかどうか、証書は全て有効期限内であるか、曳航索、shackle等は良

好な状態であり、緊急用の towing wire 

は良い状態で適切に設置されているかについても検討するべきです。 

 

被曳航物が無人である場合、安全に乗り移ることができることが重要で、被曳航物の維持と

可能であればその構造上の損傷がないかどうか(浸水がないか)の点検を行うことも重要です

。曳船から被曳航物が離脱した場合に行方不明とならないよう、被曳航物にtransponder 

を設置することも考慮すべきでしょう。加えて、被曳航物は十分に照明を施し、船舶通行が

輻輳する海域を通過する場合には、曳船列の長さを含み、航行警報を発信することが推奨さ

れます。 

 

被曳航物は保針性を高めるべくby stern 

のトリムとし、舵は中央に固定しておきます。推進系の関連では、シャフトと主機との未接

続、プロペラ・ブラケットの固定不十分、船尾管潤滑システム、シャフト・アラインメント

、プロペラの固定に関連した問題が多く見受けられます。被曳航物にはメインの曳航索が切

断した場合に備えて、緊急用の 曳航索を備えておくべきです。 

 

Recommendation 

Dead ship 

の曳航の場合、船主を代表する者が現場にいないため、事故時には、船主の利益を守るため

管理側の人間を早急に派遣することが必要となります。それらの関係者は warranty 

surveyor 

の勧告が充足され、且つ、天候・風に関する勧告が守られていることを担保すべきです。 

 

曳船および曳船運行者の選定が将来を決定するのであり、船主・建造者(請負業者)は、最小

限、配乗、履歴、マーケットでの存在位置等を慎重に検討する必要があります。追加の曳船

、水先案内人の起用、船員の乗船、その他、Warranty 

surveyorもよる勧告を遵守することが重要です。 

 

 


